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国立科学博物館

産業技術史資料情報センター

参事 清水 慶一

『国立科学博物館 技術の系統化調査報告』インターネット公開のご案内

拝啓、時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃より、国立科学博物館の活動に関しましてご理解を賜 り、誠にあ りがと

うございます。

国立科学博物館では、 日本の全産業分野における技術史を明らかにすべ く、

調査研究活動を行つてお ります。研究成果は毎年、報告書 として刊行 して参 り

ましたが、この程、既刊報告書の全文をインターネ ッ ト上で公開する運び とな

りました。

つきま しては貴誌ならびに Web Site情報欄にて、また御来訪の皆様方に対

して、是非 ともご紹介いただきたく、ご連絡を差 し上げた次第です。

突然のお手紙にて、大変失礼 とは存 じますが、何卒宜 しくお計 らいいただき

ますよう、お願い申し上げます。

また、皆様におかれましては、この機会に是非 ともご覧いただき、ご活用い

ただけましたら幸甚です。
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〓〓20世紀の技術革新を21世紀につなぐ〓〓

知つてナットクロまるわかり :

日本の主要産業技術65分野の技術史を―挙に公開

公開 URL   かはく技術史大系

httlD://sts.kahaku.go.ip/diversitv/dOcument/svstel■ /index.htllll

この度、国立科学博物館 では、系統化調査 10周年 を機会に 日本の主要産業

技術 65分野の技術史 をネ ッ トに公開 しま した。

このサイ トは、VrRやデ ィジタルカメラな ど専門的な研究者 にも満足いただ

き一般 の方 々にも興味のある内容 が数多 く含 まれてお ります。多数の方々のご

利用 を期待 してお ります。

お問合せは

国立科学博物館 産業技術史資料情報センター

大倉 敏彦

電話 :03-3510-0880  FAX:03-3510-0889

E一mall:t―ookura@kahaku gojp

系統化調査とは

日本の主要な産業技術について、その誕生から今 日まで、どのような発展の過程を辿つ

たかについて調査・研究し、技術史を作成 します。 しかし、単に技術史研究にとどまるので

なく、発展上のエポックメーキングな技術開発やできごとに関係する資料の調査を実施 し、

その資料が技術史上にどのような意義を持つかを明らかにします。

この調査 。研究は企業で技術開発に携わった経験を持つOB技術者によつて行われます。

ものづくりという厳 しい現場の経験を有する技術者は技術の本質を肌で捉えており、この

ようは人々によって作られる技術史は味わいのあるものです。 日本の技術開発の歴史をこ

のような形でまとめることにより、21世紀の技術開発の方向を模索する上での貴重な情報

とすることができます。
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公開の調査報告書に配載されたなつかしい機器の―部を紹介します。

カシオ ミニ (1972年 )
ベータ規格初号機 (1975年 )

大阪万博の携帯電話 (1970年 )ジュース自販機 (1962年 )


